
ラ
バ
ウ
ル

ジ
ャ
キ
ッ
ト
分
遣
隊
　 

愛
知
県
　
加
藤
正
夫
　 

中
部
第
二
部
隊
に
応
召

私
は
三
九
・
九
一
度
、
名
古
屋
気
象
台
開
設
以
来
の
猛
暑
だ

と
言
わ
れ
た
昭
和
十
七
年
七
月
二
十
五
日
に
中
部
第
二
部
隊

（
歩
兵
第
六
連
隊
）
に
応
召
、
第
三
中
隊
に
入
隊
し
た
。
連
日

の
酷
暑
の
中
、
日
中
は
猛
訓
練
、
夜
は
「
ビ
ン
タ
」
教
育
三
カ

月
半
の
後
、
名
古
屋
市
郊
外
本
地
ケ
原
陸
軍
演
習
場
で
の
七
日

間
で
第
一
期
の
検
閲
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
時
、
南
方
最
前
線
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
で
郷
土
部
隊
が
死
闘

を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
、

十
一
月
下
旬
同
年
兵
の
大
半
が「
ガ

島
」
補
充
要
員
と
し
て
出
陣
し
て
行
っ
た
。
残
さ
れ
た
四
十
人

は
中
隊
勤
務
要
員
と
し
て
残
留
を
命
ぜ
ら
れ
、
私
は
連
隊
本
部

功
績
事
務
室
勤
務
を
拝
命
し
、
功
績
名
簿
の
整
理
、
賞
賜
物
件

の
交
付
等
多
忙
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

十
二
月
末
に
昭
和
十
四
年
現
役
兵
が
満
期
除
隊
と
な
っ
て
故

郷
に
帰
っ
た
。
昭
和
十
八
年
一
月
に
な
っ
て
陸
軍
一
等
兵
に
進

級
し
精
勤
賞
も
授
与
さ
れ
た
。
新
兵
も
次
か
ら
次
へ
と
入
隊
し

て
き
て
、
い
つ
の
ま
に
か
古
兵
扱
い
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

妻
子
が
日
曜
日
に
は
面
会
に
来
て
く
れ
た
り
、
時
に
は
外
出

も
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
う
や
く
軍
隊
生
活
に
も
馴
れ
て

き
て
一
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
こ
ろ
、
中
部
第
二
部
隊
は
京
都

福
知
山
部
隊
と
合
併
し
現
役
兵
部
隊
に
な
り
、
補
充
兵
は
全
員

野
戦
行
き
だ
と
言
う
噂
が
流
れ
始
め
る
。
八
月
に
な
る
と
私
た

ち
は
勤
務
を
解
除
さ
れ
中
隊
内
で
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
た
。
下
旬

に
入
っ
て
、
北
支
に
中
支
に
南
支
に
「
ジ
ャ
バ
」「
ス
マ
ト
ラ
」

に
と
数
人
ず
つ
出
陣
し
て
行
っ
た
。
残
さ
れ
た
私
た
ち
十
名
に

も
夏
服
が
支
給
さ
れ
た
の
で
私
は
南
方
行
き
だ
と
直
感
し
た
。

ラ
バ
ウ
ル
に
出
陣

九
月
十
六
日
薄
暗
い
午
前
五
時
出
陣
と
決
ま
っ
た
。
私
は
幸

い
に
も
動
員
室
の
市
川
少
佐
殿
の
好
意
で
、
老
母
、
妻
子
四
人

に
見
送
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
言
も
交
わ
す
こ
と
な
く
、

彼
ら
を
見
つ
め
つ
つ
車
中
の
人
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
最
愛
の
妻



芳
子
と
の
永
遠
の
別
れ
に
な
る
と
は
神
な
ら
ぬ
身
の
知
る
よ
し

も
な
か
っ
た
。

〔
妻
は
昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日
、
三
十
二
歳
の
若
さ

で
病
死
し
た
。
私
は
戦
犯
部
隊
と
し
て
残
留
を
命
ぜ
ら
れ
濠
軍

の
使
役
に
毎
日
か
り
た
て
ら
れ
て
い
た
時
だ
っ
た
〕

九
州
佐
伯
港
に
到
着
、
敵
潜
水
艦
対
策
の
訓
練
を
受
け
、
九

月
二
十
二
日
杉
山
輸
送
指
揮
官
の
命
令
で
一
路
パ
ラ
オ
港
を
目

指
し
て
出
航
し
た
。

九
月
二
十
八
日
、
パ
ラ
オ
港
に
到
着
、
瑞
穂
村
に
宿
営
し
た
。

約
一
ヵ
月
間
パ
ラ
オ
港
船
舶
の
使
役
な
ど
に
従
事
し
、
十
月
二

十
九
日
南
洋
神
社
に
武
運
長
久
と
必
勝
を
祈
願
し
パ
ラ
オ
港
を

出
航
し
、
途
中
二
回
敵
機
の
襲
撃
を
受
け
た
が
、
十
一
月
五
日

早
朝
ラ
バ
ウ
ル
、
コ
コ
ボ
港
に
上
陸
し
た
。
こ
こ
で
第
三
十
八

師
団
第
二
二
八
連
隊
第
十
一
中
隊
に
転
属
と
な
っ
た
。
直
ち
に

尾
張
台
に
野
営
し
連
日
陣
地
構
築
に
汗
を
流
し
て
い
た
。

憲
兵
隊
に
分
遣
　
ジ
ャ
キ
ノ
ッ
ト
分
隊
員

十
二
月
一
日
、
作
業
を
終
わ
っ
て
帰
る
と
人
事
係
伊
豆
原
曹

長
よ
り
明
朝
六
時
身
辺
を
整
理
し
て
完
全
軍
装
で
出
頭
せ
よ
と

の
命
令
が
伝
え
ら
れ
た
。
翌
朝
第
六
野
戦
憲
兵
隊
に
分
遣
を
命

ぜ
ら
れ
た
。
八
時
に
所
定
の
場
所
に
集
合
し
て
第
四
中
隊
井
上

義
明
伍
長
の
指
揮
で
憲
兵
隊
に
行
く
よ
う
指
示
さ
れ
、
当
中
隊

か
ら
は
岡
田
、
中
島
上
等
兵
が
勤
務
し
て
い
る
の
で
指
示
を
受

け
、
当
中
隊
名
誉
の
た
め
に
頑
張
っ
て
こ
い
と
命
ぜ
ら
れ
た
。

憲
兵
隊
に
到
着
す
る
と
三
十
八
師
団
各
部
隊
か
ら
兵
が
集
ま
っ

て
い
た
。

第
二
二
九
連
隊
出
身
の
高
田
軍
曹
の
指
揮
で
菊
地
隊
長
に
申

告
し
た
。
総
員
二
十
五
名
で
あ
っ
た
。
隊
長
か
ら
「『
ト
ト
ン
ベ

ラ
』
方
面
で
蠢
動
す
る
敵
諜
（
ス
パ
イ
）
を
撲
滅
す
る
た
め
『
ジ

ャ
キ
ノ
ッ
ト
分
隊
』
を
結
成
す
る
。
山
本
憲
兵
大
尉
の
指
揮
の

下
、
目
的
達
成
を
強
く
要
望
す
る
」
と
の
訓
示
を
受
け
、
十
二

月
六
日
夕
暮
、
海
軍
大
発
艇
で
山
本
分
隊
長
以
下
二
十
九
名
勇

躍
出
航
し
た
。
制
空
権
は
敵
の
手
中
に
あ
っ
た
の
で
夜
間
の
み

三
日
間
で
「
ジ
ャ
キ
ノ
ッ
ト
」
に
到
着
し
た
。
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ

ン
島
東
南
岸
一
五
〇
キ
ロ
の
地
点
で
海
軍
の
艇
三
基
地
で
あ
り
、

二
五
ミ
リ
機
関
砲
一
基
、
東
少
尉
以
下
一
二
〇
名
が
駐
屯
し
て

い
た
。

休
む
間
も
な
く
敵
諜
捜
索
が
連
日
、
今
日
は
東
、
明
日
は
西



と
続
い
た
。
私
は
分
隊
事
務
兼
山
本
分
隊
長
の
当
番
兵
を
命
ぜ

ら
れ
た
。
各
方
面
の
索
敵
行
動
隊
か
ら
情
報
が
寄
せ
ら
れ
る
。

十
二
月
二
十
八
日
、
情
報
を
整
理
し
て
憲
兵
隊
本
部
に
報
告
に

行
く
よ
う
命
ぜ
ら
れ
る
。
十
二
月
三
十
一
日
、
早
朝
到
着
、
使

命
を
果
た
し
た
。
昭
和
十
九
年
の
正
月
は
、
ラ
バ
ウ
ル
憲
兵
隊

本
部
で
過
ご
し
、
一
月
六
日
、
海
軍
大
発
艇
に
便
乗
し
て
九
日

に
ジ
ャ
キ
ノ
ッ
ト
に
到
着
し
た
。

一
月
十
四
日
、
数
名
の
残
留
兵
が
小
川
の
近
く
で
設
営
し
て

い
た
。
敵
機
三
機
に
発
見
さ
れ
た
。
ヤ
シ
林
す
れ
す
れ
の
超
低

空
で
爆
弾
投
下
す
る
。
機
銃
掃
射
す
る
、
私
た
ち
は
小
川
へ
飛

び
込
ん
だ
。
爆
弾
は
炸
裂
す
る
、
誠
に
凄
ま
じ
く
熾
烈
を
極
め

た
。
私
の
横
に
い
た
万
浪
上
等
兵
が
頭
か
ら
喉
に
貫
通
銃
創
を

受
け
壮
烈
な
戦
死
、
私
の
帯
剣
が
真
二
つ
に
折
れ
て
い
た
。
危

う
く
名
誉
の
戦
死
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
山
口
憲
兵
軍
曹
は

右
肩
か
ら
大
腿
部
へ
打
ち
貫
か
れ
、
痛
い
痛
い
と
二
日
間
叫
び

続
け
息
を
引
き
取
っ
た
。
一
月
下
旬
前
線
か
ら
憲
兵
隊
本
部
へ

転
進
中
の
前
畑
憲
兵
曹
長
が
ジ
ャ
キ
ノ
ッ
ト
分
隊
に
立
ち
寄
ら

れ
た
の
で
万
浪
上
等
兵
、
山
口
憲
兵
軍
曹
の
遺
骨
の
本
部
持
参

を
お
願
い
し
た
。

忘
れ
も
せ
ぬ
二
月
七
日
、
首
長
を
始
め
三
人
の
原
住
民
が
駆

け
込
ん
で
来
た
。「
大
型
水
上
機
が
不
時
着
し
て
敵
兵
十
名
が

部
落
に
救
助
を
求
め
て
来
た
」
と
い
う
重
大
情
報
だ
。
山
本
分

隊
長
は
直
ち
に
海
軍
の
協
力
を
依
頼
し
て
、
ポ
リ
ス
ボ
ー
イ「
ペ

ト
ロ
ス
」「
ジ
ョ
ニ
ー
」
を
道
案
内
人
と
し
て
ブ
ン
ベ
ー
ナ
ー

部
落
に
向
か
っ
た
。
草
原
で
休
ん
で
い
る
敵
兵
を
発
見
、
ダ
ッ

ト
少
佐
以
下
七
名
を
逮
捕
し
た
。
残
念
な
が
ら
三
人
は
逃
走
し

た
。山

本
分
隊
長
が
取
調
べ
を
し
、
私
は
書
記
を
し
た
。
私
は
分

隊
長
の
命
で
彼
ら
に
甘
味
品
、
缶
詰
、
煙
草
を
与
え
た
。
彼
ら

は
煙
草
の
「
キ
ン
シ
」
と
牛
缶
を
絶
賛
し
て
い
た
。
一
応
の
取

調
べ
が
終
わ
り
捕
虜
た
ち
を
海
軍
の
大
発
艇
に
乗
せ
て
憲
兵
隊

本
部
に
送
っ
た
。

二
月
下
旬
各
部
隊
が
前
線
か
ら
転
進
し
て
来
る
の
で
分
隊
長

は
マ
ラ
リ
ア
で
苦
し
ん
で
い
る
福
田
憲
兵
伍
長
以
下
多
数
を
、

ラ
バ
ウ
ル
に
送
還
し
た
。

ラ
バ
ウ
ル
に
転
進

山
本
分
隊
長
以
下
十
九
名
は
最
後
ま
で
団
結
、
必
勝
を
誓
い



合
っ
た
。
三
月
十
五
日
こ
ろ
、
全
員
陸
路
転
進
せ
よ
と
命
令
が

き
た
。
私
た
ち
は
峻
険
な
山
を
よ
じ
登
り
、
ポ
リ
ス
ボ
ー
イ
に

助
け
ら
れ
大
河
を
渡
河
し
、
夜
は
野
宿
、
敵
襲
に
備
え
二
時
間

交
代
の
動
哨
。
筆
舌
に
尽
く
せ
ぬ
苦
労
を
重
ね
て
の
転
進
。
マ

ラ
リ
ア
で
倒
れ
た
者
は
、
原
住
民
を
探
し
集
め
て
タ
ン
カ
護
送

な
ど
し
て
よ
う
や
く
「
バ
イ
エ
ン
ミ
レ
ミ
」
に
到
着
。
ウ
ル
グ

河
を
渡
河
す
れ
ば
日
本
軍
陣
地
内
、

ズ
ン
ゲ
ン
憲
兵
隊
は
近
い
。

し
か
し
、
体
が
い
う
こ
と
を
き
か
な
い
。
高
田
軍
曹
が
頑
張
れ

と
叫
ぶ
。
永
井
兵
長
が
後
か
ら
押
し
て
く
れ
る
、
古
年
兵
が「
こ

こ
で
く
た
ば
れ
ば
野
良
犬
の
餌
食
だ
、
お
前
た
ち
の
死
に
場
所

は
ラ
バ
ウ
ル
だ
」
と
怒
鳴
る
。

苦
し
い
、
故
郷
の
妻
子
の
姿
が
瞼
に
浮
か
ぶ
。
胸
の
ポ
ケ
ツ

ト
か
ら
妻
子
の
写
真
を
取
り
出
し
、
じ
っ
と
見
る
、
元
気
が
出

る
。
よ
う
や
く
暮
色
迫
る
こ
ろ
、
ズ
ン
ゲ
ン
憲
兵
隊
に
到
着
、

温
か
く
迎
え
ら
れ
、
ヒ
ゲ
も
そ
り
、
垢
も
流
し
た
。

山
本
分
隊
長
、
高
橋
憲
兵
曹
長
、
補
助
憲
兵
井
上
伍
長
以
下

五
名
ズ
ン
ケ
ン
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
私
た
ち
は
翌
日
、
高
田
軍

曹
の
指
揮
で
行
軍
を
開
始
し
た
。

イ
ン
ド
ナ
川
、
カ
ン
ブ
川
を
原
住
民
の
協
力
で
渡
河
、
金
鯱

山
、
双
葉
山
を
越
え
て
ブ
ツ
ブ
ツ
憲
兵
隊
に
到
着
、
こ
こ
で
も

温
か
く
迎
え
ら
れ
休
息
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
で
も
命
に
よ
り
中
野
、
加
藤
信
一
等
兵
が
残
留
を
命
ぜ

ら
れ
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
私
た
ち
は
行
軍
を
続
け
た
。
尾
張
道

か
ら
ト
ペ
ラ
道
に
入
っ
て
ゴ
ム
林
を
通
過
し
、
ト
ー
マ
花
園
道

を
通
過
し
「
コ
コ
ボ
」
に
到
着
し
た
。
空
襲
で
糧
秣
も
ブ
ス
ブ

ス
燃
え
、
威
容
を
誇
っ
た
一
〇
三
兵
站
病
院
も
跡
形
も
な
い
。

西
吹
山
を
横
手
に
眺
め
図
南
街
道
に
出
て
田
の
浦
峠
の
憲
兵
隊

本
部
に
到
着
し
た
。
ジ
ャ
キ
ノ
ッ
ト
を
出
発
以
来
二
十
六
日
目

だ
っ
た
。
一
日
休
養
を
与
え
ら
れ
、
兵
器
、
被
服
の
手
入
れ
を

し
た
。警

務
課
勤
務

翌
日
、
私
は
松
田
少
佐
を
長
と
す
る
警
務
課
勤
務
を
命
ぜ
ら

れ
、
憲
兵
の
取
調
べ
の
筆
記
清
書
、
原
住
民
部
落
の
監
視
、
捕

虜
収
容
所
の
衛
兵
な
ど
の
業
務
を
こ
な
し
て
い
た
。
戦
況
は
、

日
々
悪
化
し
、
七
月
二
十
七
日
憲
兵
隊
に
転
属
と
な
り
名
実
共

に
憲
兵
隊
の
兵
隊
と
な
っ
た
。
憲
兵
隊
も
前
線
に
出
動
す
る
こ

と
に
な
り
、
ナ
ガ
ナ
ワ
に
憲
兵
隊
本
部
が
前
進
し
た
。
翌
日
か



ら
岩
崎
憲
兵
伍
長
を
責
任
者
と
し
て
、
原
住
民
の
協
力
を
得
て

一
昼
夜
三
交
代
で
防
空
壕
建
設
作
業
が
急
ピ
ッ
チ
で
始
ま
っ
た
。

一
方
、
自
活
生
活
確
保
の
た
め
補
助
憲
兵
・
山
内
軍
曹
を
長

と
す
る
農
耕
班
も
結
成
さ
れ
、
芋
、
胡
瓜
、
茄
子
、
南
瓜
、
ト

マ
ト
、
オ
ク
ラ
な
ど
新
鮮
な
野
菜
が
食
欲
を
か
り
た
て
た
。

防
空
壕
が
完
成
す
る
と
私
は
「
養
豚
、
養
鶏
」
の
飼
育
係
を

命
ぜ
ら
れ
た
。
終
戦
時
は
豚
二
〇
頭
、
鶏
百
羽
を
数
え
て
い
た
。

こ
の
豚
、
鶏
は
最
後
ま
で
頑
張
っ
た
米
軍
捕
虜
た
ち
の
お
別
れ

の
御
馳
走
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
況
は
敵
上
陸
が
時
間
の
問

題
と
言
わ
れ
、
敵
戦
車
へ
の
爆
雷
訓
練
と
、
肉
弾
攻
撃
切
り
込

み
訓
練
が
日
夜
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
食
事
も
米
食

一
日
一
回
と
な
り
、
芋
だ
け
と
な
っ
た
。
八
月
十
五
日
の
終
戦

を
迎
え
我
々
は
最
悪
の
事
態
を
迎
え
た
。

終
戦
後
及
び
復
員

最
後
ま
で
残
っ
た
七
名
の
捕
虜
た
ち
も
八
月
二
十
二
日
、

我
々
に
見
送
ら
れ
て
帰
っ
て
い
っ
た
。
十
万
の
将
兵
は
十
カ
所

に
分
散
さ
せ
ら
れ
た
。
憲
兵
隊
は
治
安
維
持
の
た
め
各
集
団
ご

と
に
配
置
さ
れ
た
。
私
は
第
六
集
団
（
鏡
）
に
配
属
さ
せ
ら
れ

た
。
抑
留
二
年
目
の
昭
和
二
十
一
年
四
月
を
迎
え
る
と
復
員
船

が
次
々
と
入
港
し
、
五
月
に
は
復
員
を
完
了
し
た
。
憲
兵
隊
は

犯
罪
部
隊
に
指
定
さ
れ
残
留
と
な
っ
た
。
連
日
使
役
に
か
り
出

さ
れ
る
。
光
部
隊
（
刑
務
所
）
か
ら
の
呼
び
出
し
が
あ
り
戦
争

裁
判
が
始
ま
っ
た
。
私
も
二
回
参
考
人
と
し
て
出
頭
し
た
。
復

員
し
て
か
ら
も
一
回
呼
び
出
さ
れ
た
。
勝
者
が
敗
者
を
裁
く
裁

判
で
、
憲
兵
隊
で
は
松
本
次
一
憲
兵
准
尉
以
下
六
名
が
死
刑
を

宣
せ
ら
れ
殉
職
し
た
。

菊
地
隊
長
以
下
十
六
名
は
、
三
年
、
五
年
、
十
年
、
無
期
の

刑
を
宣
せ
ら
れ
、「
ラ
バ
ウ
ル
」
マ
ヌ
ス
島
で
服
役
し
た
。

私
は
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
六
日
、
田
の
浦
港
出
発
、
十
六

日
浦
賀
港
に
上
陸
、
十
九
日
故
郷
に
復
員
し
た
。

こ
の
小
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
遠
く
南
冥
の
地
で
雄
図
空

し
く
散
華
せ
ら
れ
た
戦
友
、
報
復
的
裁
判
に
悲
噴
の
涙
を
の
ん

だ
六
名
の
戦
友
に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
長
年
に
わ
た
り
異
郷
の
地
で
服
役
苦
労
さ
れ

た
戦
友
に
心
か
ら
御
苦
労
様
と
お
慰
め
の
言
葉
を
送
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。




